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市販 されて い る電動車両 の 実性能
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1 ，まえが き

　大気環境の 改善及 び 低 炭素社会 を実現す る移動手 段 と して 、電動ア シ ス ト自転車、電動 バ イ ク、電気 自動

車等 の 電動 車両が期待 され て い る。と こ ろが、自動 車メ
ー

カ
ー

製 の 電気 自動 車 は 市販直前 で あ り、そ の 実性

能 は明 らか で な い 。そ の ため 、電動車 両導 入に よる環境改善 効果 の 正確 な見積 も りには 、現在市販 されて い

る電気 自動車 及び電動 バ イ クの 実性能 を把握 す る こ とが必要 であ る。実態 が把握 で きて い れ ば、メ
ーカ ー製

で 電動車両 が 市場 に出 て きた とき に 正 し く評価が 行われ 、今後 の 開発 の 方向性 を提示す る こ と に 繋が る。こ

こ で は 、われ われ が 調査 を彳∫っ た 電気 自動車、電動バ イ ク に つ い て 、単位距離走行に 必 要な電 力量 （電費、

Wh ／km ）、効率等を示 し、現 在利用 可 能 な電動車両の 性能 の 実態 を提供す る。電動自転車 の 性能等 は、参考文

献
1）
、電動 車両 の 利 用時 の 問題 等 は参 考文献

2）
に示 した の で 、参考 に された い ．

2 ．調 査方法

　電気 自動車 、電動 バ イ ク に っ い て 、電 池出 力を得 る

た め に 電流セ ン サ （電気 自動車 ： 日置 電 機 製 9278 、電

動 バ イ ク ： 共 立電気計es製　8113）を取 り付 け、同 時 に

電池電圧 を計測 し た。セ ン サ は 、電池 と コ ン トロ ーラ

間も し く は コ ン ト m 一ラ と モ ータ間 と し、セ ン サ取 り

付 け に 際 して 車両 の 大幅改造 が 不 要な場所に 設置 し た 。

車 両 の 位置と速度情報は GPS ロ ガ
ー

（Race　Technology

製 DL −1＞、電圧 と電流 の 記録 に は 、　 OMRON 製 ロ ガ ー

（ZR −RX20 ） を使用 した 。実 際 の 利用状 況 で の 性 能

評価 を 目的 と し て い る た め 、利 用時 間 と 使 用 補器 を

記述 す る 利用 簿と 充電 記録簿 を作成 し、そ れ に 利 用

の たび に 記録 し た。
一

方、シ ャ シ
ー

ダ イナ モ 設備 に

て 性能 試験が で き る 車 両 に つ い て は 、シ ャ シ
ー

ダイ

ナ モ 設備 を使 い 、条件を揃 え た 繰 り返 し試験を行 っ

た n 両方法 で の 計測項 目等 を図 2 に 示 す ，調 査 に 用

い た 車 両 は 、電気 自動 車 1 ； イ ン ド製 REVA 　classe

（2006年購 入）、電気自動車 21 イ タ リア 製 Girasole

（2009年入 手 ）、竃動原付バ イ ク ：オーシ ャ ン エ ナ ジ

ー
テ ク ； 力 製 MEROS −G （2008年購入 ） で ある ．

3 ．結果 と考察

1＞電気自動車 1 ： イ ン ド製 REVA 　dasse

　鉛電 池 （6V 、200Ah ）を 8 個使い 、　 DC モ ータ

q2，5kW ）駆 動 に よ る 2 人乗 り電 気 自動車 で あ る 。
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図 2　計 測 項 目と試 験 シ ス テ ム

評価 に は、シ ャ シ
ー

ダイ ナ モ 設備 を使 っ た。試験 に お け る 走行 モ
ー

ドは 、　REVA の 最 高速度 が実際には 60km〆h

で あ っ たため 、乗用車用 の JCO8 モ
ー

ドや 10，15モ
ー

ドが利 用 で きな い 。そ こ で 、公道走 行 に よ り得 られた速

度パ タ
ー

ン か ら抽出 し、REVA4 モ
ー

ドと名付け た もの と した （図 3）。　 REVA4 モ
ー

ドの 走行 特性は 、平均車

速 ： 25．8km／h、走行距離 ：

15．8km 、 ア イ ドル 時 間比

率 ：23％ で あ り、 こ れ を 3

回繰 り 返 し た （走行 距離 は

47km 余）、t こ れ を基本走彳∫

と し て ．ヘ
ッ ド ラ イ トや エ

ア コ ン 等 の 補器 の 使 用 に よ

る 電 費や効 率 へ の 影 響 を調

べ た （図 4）n 基本走行時充
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図 3　 シ ャ シ
ーダイナ モ 試験 に用 い た REVA4 走行 モ

ー
ドの 速度変化
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電 量基準電費は 約 160 （消費電力 基準 で は

110） Wh ／km で あ り、これ を 1 と し て 、補

器 の 使 用 に よ る 電費 の 変化 を見 る と、ヘ ッ

ドラ イ ト、ヒ
ータ 、エ ア コ ン の 使用 に よ り

単独 で 3 割 程度低 下す る結果 とな っ た。

200V 充電 に 比 べ 、100V 充 電 は 1割 の 効 率

低下 が 見 られた。2 年経過後 の 電費は か な

り低
一
ドし た 。

2 ）電気 自動車 2 ；イ タ リア製ジ ラ ソ
ー

レ

　　 （2009年 、 リース 契約）

　 車両にセ ン サ と ロ ガ ー2 種 を取 り付 け、

っ くば市内実走行で の 性能 評価を行 っ た。

図 5 に 、利用 目的別 に 見 た 走行距離 と電池

出力基 準で の 電費を示 す。2km 超〜8km の

利用時 の 電費 は 、60〜120Whfkm とば らつ

くが 、こ れは補器 、特に ヒ
ータ の 利用 に よ

る。摩擦抵抗の 車重に よ る補正 を し、空気

抵抗 は 前 出 REVA と 同 様 で あ る と して 、走

行 に 要 す る エ ネ ル ギ ーを 計 算 し、電池 出 力

との 比 か ら駆 動効率を概 算す る と、補器 の

使用無 し で 0．78〜0、87、ヘ ッ ドラ イ ト使用

　 囮 ■ ■BtoW効 率 〔駆動効 率）

　 E　：IPtoW効率 〔充電〜走行効 率 ）

　 ・・9，tW 充電 量基 準 電費 （基本走 行 ；1）
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図 4　 REVA の 補器使用 に よる電費 の 変化

で 0．71〜0．78 で あ っ た。ジ ラ ソ
ー

レ は ア クセ ル オ フ で す

ぐ に 回生制動 に移行す る た め に 、惰性走行 が な く、走行

が若干 ぎ く し ゃ くする．消 費電力 で 見 る と、補器類を使

用 し なけれ ば、約 82Wh ／km の 電費と計測され、 ヒ
ー

タ

と フ ァ ン を利用す る と、約 2 割 電費が低下 した。
一

方 、

充電電力 を基準 にす る と、記録 され た数値 か らは約 2 割

の ロ ス が 充電時に見込 まれ る た め 、実質 の 充電量基準電

費は約 lOOWhfkr 　1 となる。充電器 の 効率化、ア ク セ ル オ

フ で の 惰性 走行 の 増加 に よ る 走行距離の 増加 に よ り、電

費 の 改葺 をは か る こ とが 可 能 と思 わ れ た ，

3 ） 電動 バ イ ク ： MEROS 　G （20es年 、購入 ）

　電気 自動車 2 と同様、車両 に 電流 セ ン サ と ロ ガーを取

り 付 け 、っ くば 市 内 で 走 行 調 査 を行 っ た
． 鉛 電 池

（48V30Ah ） を搭載 し、115kg の 車重 に も関 わ らず、モ

ータ 出力は 0．6kW 未満に 制限 され て い るた め 、加速が極

め て 悪 い
。 図 6 に被験者 （荷物 込 80kg）が 出勤に利用 し

た際 の 、速度 と正 加速皮 （下）、電池出 力 （上）を示す 。

最大加 速度は約 4km ／hls で あ り、最高速度 は 35kmih
で あ っ た。現在、走行抵抗 の 計測 、効 率計算等を行 っ

て い る が、軽 量化が 必 要 と思わ れ る．
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図 5　 ジ ラ ソ
ー

レ の 消 費竃力基準電費
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図 6　MEROS の 実走行 時の 電 池 出力 と加 速度
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